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平成27年11月23日（月）　　　司会：會津　慧実　　記録：工藤　弘美
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第6回院内研修について
日時：12/2(水)・12/3(木)　17:15～17:45　　場所：メンタル病棟3階　会議室

テーマ：「精神科における医療安全管理」　　講師：村松　健吾氏
グループワークを行う為11/24（火）までに出席を入力し、当日筆記用具を持参すること。

・ケアアセスメントについて、各自、担当利用者に聞き取りをおこない、12/4（金）までに入力をしていくこと。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～11/18定期訪問実施。体調について尋ねると「あまり良くない」と話している。本日の定期外来で主治医に相談したところ、調子が良い時には、行くよう言われたと話している。自宅に居る時はよいが、外に出ると気分の落ち込み等があるとのこと。人混みがあまり得意ではなく、デイケアでも一人で過ごしたい時があると話している。そのような時はデイケア職員へ相談してみるよう伝えている。

・我満奈津紀様～11/21定期訪問実施。自宅は台所に洗っていない食器が溜まっており、居間も物が煩雑に置かれテーブルが埃をかぶっており、掃除があまり出来ていない様子。体調を聞くと「あまり良くない。食欲も先週くらいから落ちている」と返答している。日中は眠気があり寝て過ごすことも度々あり、最近は外出することも億劫になっているとのこと。デイケアスタッフと面談を行い、月・水・金は2時間だけでもデイケアを利用することになったと話している。11/25(水)から来所される予定。
・前野　義勝様～11/21定期訪問実施。体調については問題ないとのことで、身体不調も特に訴えることはない。時折、肩の痛みが出ることがあっても湿布を貼ればすぐに良くなると話している。先日、病院にて検査を行うと中性脂肪の数値が良くなっており、デイケア職員から維持するよう言われたと話している。そのためには、食事管理が大切であることの指摘を受けたとのこと。体調面・生活面で困っている事はないと話している。金銭面について確認すると、最近また家計簿を付け始めたとのこと。姉にも言われて将来のために、少しでも貯蓄をしようと思っていると話している。
・清水　秋男様～11/19定期訪問実施。身体不調は自ら話すことはないが、尋ねると右足太腿の関節が痛むため、市販薬の塗薬で処置しているとのこと。

・森田　清助様～11/18定期訪問実施。体調は良いとのことで、今月インフルエンザの予防接種を受けてきたとのこと。体調はあまり崩すことはないと話される。携帯電話は解約しＮＴＴ（固定電話）にしたことで、悩みが解消されたが、携帯電話の解約金が高値（1万円以上）だったとのこと。固定電話の初回月電話料金の請求が11/20にくるとのことで、コンビニエンスストアで支払ってくるとのこと。「悩みって言ったら、初回月の料金がどの位かかるのかくらいだな」と話している。今度、青明舎へ寄った時に、金額を教えて欲しいこと伝えている。

・平　京子　様～11/18病院受診をしてきたとのこと。（11/18は血圧118/60）前回、血圧が高かったことを話したが、服薬変更はなかったと話している。

＜グループホーム入居者様情報＞

・繁名　和恵様～11/16鹿内内科より長谷川内科を紹介されて受診した結果、慢性の下痢といわれたと世話人に話している。下剤を服用しているため、定期受診の際に主治医に相談するよう提案している。本人は「出なくなるのはいやだから」と青陽館スタッフへ相談すると話している。
・中村与一郎様～先週より交際相手ができたと話している。12/31～1/1東京で歌手の映像コンサートについては、許可をとり、行く事となる。その際の注意事項の説明を受けている。
・番沢　政勝様～風邪は治まってきているが、本日はデイケアを休むと話しているも、デイケア来所している。鼻汁はなく咳は落ち着いている。
・五日市　規様～グループホームの生活費について、年金だけでは足りないため毎月貯金を崩していると話している。金額の安いグループホームに入ればよかったと話しており、その旨を特定相談支援事業所に相談している。年金は2ヶ月に1回186,000円が入金されているとのこと。1ヶ月の支払いについて世話人と計算しており、全ての支払いをしても約23,000円残る事が分かり本人も納得している。「でも携帯電話は支払っていけないでしょう。」と話す為、だいたい月々5,000円ほどで大丈夫である事を本人に説明している。
・田中　一　様～「眠れていますが、耳の聞こえが悪いです」と話している。月曜日の問診時に主治医へは相談したが、うがいをするように言われたとの事。「鼻づまりもするし耳も詰まったような水が入ったような感じがする」と話している。デイナイトケア利用時に看護師に相談するように話している。
　　　　　　　　　

＜利用者様情報＞
・藤村　翔　様～来所時､グループホーム「あおめ」の玄関先で滑って転んだとの事。両膝、左手に擦過傷あり。少し血が滲んでおり、水道水で洗浄後、カットバンで処置。「痛いけど、歩けるから大丈夫」と話している。ジュクジュクしたり、つゆが出る際はスタッフに伝えるよう話している。

・番沢　政勝様～一週間ぶりの来所となっている。様子確認すると「熱は下がったが調子が悪い、鼻が出る」との事。先週インフルエンザの予防接種を予約していたが、風邪の為受けられなかったと話している。帰宅後はゆっくり休むよう伝えている。引き続き体調確認していく。
・倉橋　生子様～昨日の夕食時、青風荘にて利用者様同士の会話に対し強い口調で口をはさむ事がある｡言われた利用者様は相手にしていない為、トラブルには発展していない｡本日は「6時間しか眠れなかった」と強い口調で話している。他利用者様や、スタッフを見る目つきも悪い。今後も様子観察していく。

・鈴木真知子様～来所時から、左頬を押さえている。午前中の運動プログラム(コグニサイズ)でも、閉眼し左頬を押さえており、どうしたのか聞くと、左側下顎歯が痛いと話している。口腔内を確認して良いか聞くが、「青風荘スタッフに見てもらっているから見せたくない。痛いときは歯科受診するって言ってました」と話している。今後も様子観察していく。

＜外来情報＞

・特になし。

カンファレンスシート（船場　幸子　様）　

実施日：H27年11月23日（月）13：30～14：00

担当チーム：三浦･戸賀沢･藤田

参加者：慶長、藤田、油津、會津、工藤、岩澤、佐藤、坂本

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	船場　幸子　様
	性別
	女
	年齢
	66
	生年月日
	S24年7月5日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・安定した病状の維持　　　・地域生活の維持

	本人希望
	グループホームでの生活を維持したい。

	家族希望
	自立した生活をしてほしい。

	入院歴
	計5回（最終：H15年2月12日～H20年5月11日）

	通所歴
	2回目

· 前回：H20年5月12日～H23年2月22日

· 今回：H23年4月1日～現在　　（週4回/月・火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護1/W

地域活動支援センター｢青明舎｣

	住居：グループホーム　あおぞら
	家族構成
4人姉弟の次女
キーパーソン：長姉（青森市在住1回/2M面会あり。）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳１級
	障害基礎年金1級
老齢厚生年金
	自立支援医療費制度
重度心身障害者医療費制度

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状悪化せずにグループホームでの生活を維持することできる。

	①困ったこと、不安なことに対処できるようになる
	①困ったこと、不安なことはスタッフに話し、表現するようにする。


	①困ったことや不安がある際は､職員へ相談する。職員は本人の訴えを傾聴し、不安の軽減を図る。問題解決する場合は、落ち着いた口調で順番に出来事を整理し、本人が納得するような形で解決する。本人が役割に携わっていること、出来ていることを評価し、自信に繋げる。

	②体重を維持していく。
	②体重増加しないよう運動を行う。
	②余暇時間を活用しウォーキングを行う。
	②正しい姿勢でのウォーキングを継続する。職員は､必要時に助言･介入を行い､正しい姿勢でウォーキングを続けられるよう支援する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①困ったこと、不安なことはスタッフに話し、表現するようにする。
	・以前、自分から困った事や不安な事を相談できずに調子を崩してしまった経緯がある。また病状悪化時は易怒的になることがある。

・H27.11月でグループホーム入居後1年8ヶ月となり、対人面でも自分なりの対処法をとることができ、トラブルを避けるようにしているとの事にて、生活には慣れてきている様子。生活に関する困った事や不安はなく、現在のグループホームでずっと生活していきたいと希望している。

・住所変更届けのために、自分だけで役所に行き、手続きが出来ている

・困った事の相談は、書類関係のことは自分から相談できているが、相談できる人がいないと、他の人に相談する事もできることを説明するが受け入れることができず、問題解決に時間を要している。
・デイケアで過ごしている際は、自分から交流する事は少ないが、声を掛けられると丁寧に対応しており、相手を気遣って話すことができている。

（達成度40％）
	・困った事と不安に思う事を分けた方が対処方法を計画しやすいのではないか。

・困ったことや不安に上手く対処していく必要がある為、今後も目標計画を継続する。しかし、今まで自分から話す事が少なかった為、すぐ自分から相談する事は困難と思われる。
・今後の対応として、1週間に1回声を掛け、困ったことや不安な事の有無を確認していく。また、本人が安心して相談できる場面設定も考えながら、問題を溜め込まずに解決できるよう促していく。


	②余暇時間を活用しウォーキングを行う。
	・体重は現状維持できており、±1㎏で推移。
・余暇時間は縫い物や計算ではなくウォーキングを行っていることが多い。

・ウォーキングの姿勢は、猫背であり腕の振り方も小さいことがある。スタッフから姿勢を正すよう声を掛けると、姿勢を正しているが、「どうしてもこうなっちゃう」と話し、上手く改善出来ていない様子。（達成度80％）
	・体重維持については、本人が希望している目標であり、自分から積極的に取り組まれている。今後も目標と計画は継続し、通所利用時は、運動やバランスのとれた食事をすることで、現在の体重を維持していくようにする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状悪化せずにグループホームでの生活を維持することできる。
	①困ったこと、不安なことに対処できるようになる。


	①－1困ったことはスタッフに適切に相談し、対処できるようになる。

①－2自信を獲得し、不安の軽減を図る。
	①－1困ったことがある際は､溜め込まず自分から職員へ相談する。職員は、本人の訴えを傾聴し、適切な対処法を伝え､本人が伝えた事をできるようにする。

①－2本人ができる活動を行い、自信を獲得する。スタッフは本人が役割に携わっていること、出来ていることを評価し自信の獲得に繋げる。

	②体重を維持していく。
	②体重増加しないよう運動を行う。


	②運動とバランスの取れた食事に注意し、体重を維持していく。
	②通所利用時は運動（エアロビ、ウォーキング）を行い、バランスのとれた食事（各食と、おやつを摂り過ぎない）を継続する。スタッフは体重維持が出来ている事を評価し、自信につなげていく。


